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【学校教育目標】

ふるさとに誇りをもち、

夢の実現に向けて共に努力する生徒の育成

「表現力の育成」
(夢を言葉にして一歩踏み出す)Take a step プロジェクト
（１）読書活動の推進
（２）ＮＩＥ活動（投稿を含む）
（３）集会・生徒会活動の創意工夫
（４）学習成果発表会（劇発表）・観劇会

「生き方との出会い」
(夢が芽生え、夢を抱く)Encounter プロジェクト
（１）「輝け！御船中」教育講演会
（２）総合的な学習の時間
地域の方の講話、聞き取り、職場体験

や ま な み
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入学式―１５１名の新入生が入学―
４月１１日（月）に

入学式を挙行しまし

た。新入生は大きめの

制服に身を包みなが

ら、はつらつと入場し、

点呼では大きな声で返

事をしていました。新入生代表として野口隼輔君

が「御船中学校で、共に学ぶ仲間たちと一歩一歩

確実に歩みながら立派な大人になれるように頑張

ります。」と誓いの言葉を述べました。

２、３年生も１年生の入学を心待ちにしていま

した。１年生の成長と活躍が楽しみです。

誓いの言葉を述べる野口君

生徒会歓迎行事・部活動紹介
４月１２日（火）に生徒会歓迎行事と部活動紹

介を実施しました。この行事は新入生に生徒会活

動と部活動の様子を知ってもらい、これからの活

動をさらに活性化させるためのものです。まず、

生徒会執行部が今年度の生徒会活動テーマとテー

マに込めた思いを発表しました。テーマは「飛躍

―学校に誇りを持ち、共に高みを目指す御船中―」

です。「全校生徒で切磋琢磨しながら、御船中学

校を大きく発展させていきたい。」という思いが

込められています。その

後、各委員会の活動内容

が説明されました。部活

動紹介では各部が活動内

容や目標などを工夫して

説明していました。１年

生と２、３年生の対面が

終わり、全校生徒４５７名での御船中学校がスタ

ートしました。

趣向をこらした部活動紹介

「学力向上」
(夢の実現に向けた努力)Dreams come true プロジェクト
（１）進路指導・キャリア教育、道徳教育
（２）ＳＭＡＲＴな授業実践
（３）特別支援教育の視点を生かした指導

共通理解・実践、環境整備
外部助言の積極的活用

（４）家庭学習の習慣化
（早寝早起き朝ごはん推進校事業を含む）

（５）調査結果の分析と補充学習・朝活動
（６）学力向上タイム（６校時・放課後）
テスト前自学タイム、漢字・計算・英単語オリンピック

（７）不登校の予防と解消
４月宿泊教室
ゆうあいタイム
ＳＮＳ使用の指導
生徒会新ルールの徹底
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夢を育み、夢を叶える教育を
校長 作田潤一

お子様の入学・進級、おめでとうございます。

生徒達の明るい表情の登校の様子から、新年

度の希望や期待を感じることができます。

始業式では、生徒会のテーマである「飛躍」

について話をしました。成長するためには、気

づき、感謝し、行動することが必要であると。

フランスの小説家 ルイ・アラゴンは“教え

るとは希望を語ること 学ぶとは誠実を胸に刻

むこと”の言葉を残しています。この言葉の歴

史的背景を考えるとき、たとえ困難な状況であ

っても、周囲の大人は子どもたちに希望を語る

ことが大切であることを教えてくれます。

家庭と学校、地域がつま先を揃えて、子ども

たちの夢を育み実現へ誘う、認め、褒め、励ま

し、鍛え、伸ばす教育を進めていきたいと考え

ます。

今年度は、これまでの２年間の実践を進化さ

せて“For the futureプラン”に取り組みます。未
来志向をキーワードに、子ども達やふるさとの

の将来を展望して、新たな試みにも挑戦してま

いります。ご理解とご協力をお願いいたします。

＜校長自己紹介＞

御船町木倉在住です。七滝中学校の卒業です。

我が子２人は御船中学校の卒業です。

甲佐町の白旗小、甲佐中、南阿蘇村の久木野

中、嘉島中の４校で校長として勤務し、御船中

勤務が３年目です。来春に定年を迎えます。最

後の一年も、生徒が元気な学校づくりを通して、

「みんながワクワクする御船町」に寄与したい

と考えています。


